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　 去る4月15日(日）昼過ぎ、堅田湖族資料館に19人の同窓が集まりました。昨秋台風接近

で延期した支部企画行事「堅田湖族の郷巡り」の始まりです。この日も前日から雨で天候を心

配しましたが、雨もすっかりやみ、散策にはもってこいの日和となりました。講師は、湖族の

郷長の細川源太郎先生。堅田湖の語り部、第一人者です。今年、米寿のご高齢ですが、かくし

　

　

満月寺浮御堂にて

中世、堅田は琵琶湖畔ということもあり、朝廷から近辺の水運統治権を授かり、時には法外な

水運通行料を巻き上げるなどをしたため、「湖族」と呼ばれるようになりました。一方、水産

業や商業も発達し、堅田には多くの神社、仏閣ができ、文化人も多く集まるなどして、大いに

繁栄しました。そんな堅田衆は自治権をもち、いろんな権力に反抗するようになると、比叡山

延暦寺などから「大責め」にあい、びわ湖沖合の沖ノ島に逃避することもありました。堅田と

ゆかりのある歴史上の有名人は、浄土真宗を広めた蓮如上人、頓智で有名な一休和尚、俳句の

芭蕉、淡海節の志賀迺家淡海など、多くいることも知りました。堅田が好きになりました。

　その後、話に登場した神社、仏閣をまわり、現地で現物や句碑をみながら、堅田の魅力を

丁寧に尽きることなく語っていただきました。見学後、バスで総会会場のKKRホテルへ。

　

　

　

　

　

　

　 　 　

　

　

　 蓮如が真宗再興の本拠とした本福寺で 堅田湖族の郷資料館前で

１．平成30年度より、同窓会本部同様、年度初めは4月、年度末は3月末となりました。昨秋

平成29年度総会が、台風接近で延期しましたので、今回を平成２９･30年度総会としました。

以降、年次総会は、年度初めに行うことになりました。

２．役員の一部変更があり、高齢で辞退された藤原理事(機織S39)以外、支部長に中村(C43)

なお、同窓会本部の制度改革に伴い、各支部から代議員、理事候補を所定人数推薦することに

なりました。支部からは、代議員候補として青木、橋本、横江各理事を、理事候補として支部

長を推薦することが決まりました。この推薦本部役員は、6/2の本部同窓会理事会で決定され、

6/16の総会以降新体制の本部同窓会で活躍いただくことになります。　
　

３．支部の企画事業として、設立総会できめた「社会貢献活動」と「母校支援活動を」を次の

ように行っていくことが決まりました。

① 社会貢献活動として、1つは「湖国滋賀のよさ、再発見」活動、今まで近江八幡におけるｳﾞ

ｫｰﾘｽﾞの建築遺産、今回の堅田の湖族の郷見学を行いました。さらにみなさまからの推薦や要

望お待ちしています。もう一つは、会員がなさっている種々活動の支援活動、例えば能楽など

　

きました。なお、すべての支部同窓へのお願いとして、同総会会費納入や若手同窓への同窓会

活動への参加の奨励やそのためのアイデア提案よろしくご支援ください。

総会風景：KKRホテルセミナーハウス 懇親会風景：KKRホテル

KIT同窓会費の最新会費納入状況は、同窓会誌”工繊”平成2９年度NO11のＰ44～48に記載されて
います。年額 3,000円、終身会費 30,000円です。なお、終身会費は､すでに納めた分を差し引いた
残額（３万円ー支払った額）です。未納分は、事務局(０７５－７２４－７２３２)で確認できます。

や支援活動を充実させていくことを確認しました。そして、支部創設４年目を迎えて、さらな

る支部活動を充実させようとの思いを、堅田湖畔のKKRホテルでの懇親会で深めることがで

副支部長に千葉(建築H2)､横江(応生H6)、事務局長兼会計に増田(C43)、理事に青木(C36)、

② 母校支援活動として、1つは「定期的母校への寄付」活動、種々の事業を開催する際、実費

に少し上乗せした額を会費とし、その積み立てたものを原資に、できるだけ定期的に母校へ寄

　

平成29年度 年次総会･懇親会　湖畔で開催

　雨上がりの ｢堅田・湖族の郷｣ を訪ねる

KIT同窓会費納入にご協力ください：みなでワクワク推進するために

　総会で決まった、これからの支部活動

森橋(機織S39)、森本(電子S51)、橋本(C53)、監事に村田(C38)、林口(住環境S56)、顧問

付する。その額やタイミングは、支部理事会に任せていただくことが決まりました。

もう一つは、学生向け公開講座を開催し、同窓の経験を話したり、意見交換する場を企画して

行くことになりました。結果、支部活動の若返りができればいいなという期待もあります。

４．その他、今まで同様、本誌発行による広報活動、理事による本部同窓会活動への参画活動

湖族の郷資料館内

ゃくとしたその語りは聴くものを退屈させることなく、堅田や湖族の歴史から文化まで、興味 

の尽きることなく、話題は広がりました。 

に本城(建築S23)の各氏が再任されました。ご苦労さまです。よろしくお願いします。

伝統文化的な趣味活動など、広く普及したり継承していく活動を支援できればと考えています。
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